
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 岐阜保健大学 

設置者名 学校法人 豊田学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

看護学部 看護学科 
夜 ・

通信 
 23 98 121 13  

リハビリテーシ

ョン学部 

理学療法学科 
夜 ・

通信 
 

48 

72 120 13  

作業療法学科 
夜 ・

通信 
 71 119 13  

（備考） 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページ上に公表 

看護学科： 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/9fa749d91b8feb886e5e6a72f186797380dc70d8.pdf 

理学療法学科： 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/353dc5f9811b32d06856e219bdd1614c646837c0.pdf 

作業療法学科： 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/d304feb568b9cb22c04bdf8576094490a5ab283f.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/9fa749d91b8feb886e5e6a72f186797380dc70d8.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/353dc5f9811b32d06856e219bdd1614c646837c0.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/d304feb568b9cb22c04bdf8576094490a5ab283f.pdf


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 岐阜保健大学 

設置者名 学校法人 豊田学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページ上に公表 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/49a0126d3aae95d9820d1d33d52ee3106a4f04ad.pdf 

 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非

常勤の別 
前職又は現職 任期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 社会福祉法人豊寿会職員 

R7.6.17～4 年以内に終了する

会計年度のうち最終のものに

関する定時評議会の終結の時

まで 

業務部門の管理 

非常勤 東商テクノ㈱代表取締役社長 

R7.6.17～4 年以内に終了する

会計年度のうち最終のものに

関する定時評議会の終結の時

まで 

業務部門の管理 

非常勤 無職 

R7.6.17～4 年以内に終了する

会計年度のうち最終のものに

関する定時評議会の終結の時

まで 

業務部門の管理 

（備考） 

 

 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/49a0126d3aae95d9820d1d33d52ee3106a4f04ad.pdf


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 岐阜保健大学 

設置者名 学校法人 豊田学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画は、下記の要綱に沿って作成している。 

1. 授業に関わる基本情報 

授業の題目、授業の目的、到達目標を記入する。 

2. 教員に関わる情報 

担当する教員の氏名、オフィスアワーを記入する。 

3. 授業の内容・スケジュールに関わる情報 

授業全体の内容、授業の方法（講義・演習・実習）、単位数、各回で扱う内容、各

回までに行う課題の内容、課題の提出方法と提出期限を記入する。 

4. 受講者に関わる情報 

受講条件（標準履修年次）、受講するために必要な知識とスキルを記入する。 

5. 受講のルールに関わる情報 

授業中に守るべきルール、資料配布のルール、課題提出のルール、教員へのコン

タクトの方法を記入する。 

6. 教材に関わる情報 

教科書とその入手方法、補助教材とその入手方法、参考図書と図書館での所在を

記入する。 

7. 成績評価に関わる情報 

評価の基準、評価の方法を記入する。 

授業計画書

の公表方法 

看護学部 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/d835960d72491649f319e12ac6e

2fb604d25d782.pdf 

リハビリテーション学部 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/1e1947841b61511a28a9b1aec1a

35a7a6a530974.pdf 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/d835960d72491649f319e12ac6e2fb604d25d782.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/d835960d72491649f319e12ac6e2fb604d25d782.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/1e1947841b61511a28a9b1aec1a35a7a6a530974.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/1e1947841b61511a28a9b1aec1a35a7a6a530974.pdf


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

現在、単位修得については履修要項に履修要領、科目一覧、担当教員名と授業

概要、テーマ、内容および到達目標を記し、学生にわかりやすく、明確に記載し

ている。学習成果は、基本的には学期末試験、レポート、小テスト、授業態度な

どを判断材料とした成績評価により測っている。評価基準は S（90 点以上）、A

（80点以上）、B（70点以上）、C（60点以上）、D（60点未満）となっており、成

績評価、各種資格取得状況は各授業の到達目標にどれだけ近づくことができたか

を測る量的な学習成果となる。実習科目などの質的な学習成果の測定は、教員カ

ルテ、実習先からの評価、学習成果の自己評価（看護学部）、症例発表会（リハ

ビリテーション学部）、卒業論文の作成および発表報告会や「総合演習」でのゼ

ミナール活動での学生の振り返り報告書などを利用して成績を評価している。 

成績評価により、教員会議などで成績不振者と判断した場合、学生自身には学

習成果と目標を設定するよう指導し、同時に保護者に説明・通知し、成績不振の

回復を図るための学習を指導している。 

卒業時に得られる学習成果についてはシラバスに明示し、入学時のガイダンスお

よび日常の講義、演習、臨地実習において繰り返し説明している。また、その成

果としての卒業者数、国家試験合格者数は学内外に公表されている。このような

学習成果の点検は学内の各種委員会で現状を把握し認識を共有している。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

GPA(Grade Point Average)制度は、成績評価に用いられた成績に対応した Grade 

Point (GP)を用い、履修した科目成績の平均値を出すものであり、アメリカの大学で

一般的に行われている世界に通用する成績評価のシステムである。 

 この GPA制度によって、ただ卒業するのに必要な単位を取得するのではなく、学生

が主体的にかつ充実した学習効果をあげることを目的としてこの制度を導入してい

ます。また、GPA は卒業までの様々な選考の判断基準となるので、各自の GPA を常に

意識し、学習計画を立てるよう指導している。 

 履修登録した科目ごとの 5段階評価を、4から 0までの GPに置き換えて単位数を掛

け、その総和を履修登録単位数の合計で割って算出します。 

GPA＝(4.0×Sの単位数)＋(3.0×Aの単位数)＋(2.0×Bの単位数)＋(1.0×Cの単位) 

                 履修登録単位数 

客観的な指

標の 

算出方法の

公表方法 

ホームページ上に公表 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/b9663a1d7472f4dfed5d5459a80e

762a322ac212.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/b9663a1d7472f4dfed5d5459a80e762a322ac212.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/b9663a1d7472f4dfed5d5459a80e762a322ac212.pdf


  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学の学位授与の方針；本学部では、必要な単位を取得し、次の能力を有する

と認められた者に、学士（看護学）及び学士（リハビリテーション学）の学位を

授与する。 

1. 1.人間力  

人間性豊かで温かく、人間に対する深い畏敬の念を持ち、地域に暮らす多様な

人々の生活・文化を尊重し、周囲の人々とコミュニケーションを通して理解し合

い、協働することができる。 

2. 2.ケア・スピリット  

良質で安全なケアの提供を通じて、地域のあらゆる発達段階、健康レベル、生活

の場にある人々の健康で幸福な生活の実現に貢献できる。 

3. 3.人間の実践的理解  

多様な人々の看護に必要かつ十分な知識を身に付け、個人、家族、集団、地域に

ついて幅広く理解できる。 

4. 4.プロフェッショナリズム  

必要となる専門的知識と技術を備え、地域の特性の理解を踏まえ、人々の尊厳を

擁護する看護実践に活かすことができる。 

5. 5.多職種連携・チームワーク  

看護対象者や保健・医療・福祉や生活に関わる全ての人々と連携し協働できる。 

ディプロマポリシーはホームページ、学生募集要項、学生便覧で周知のほかに様々

な機会をとらえて受験生や在学生に口頭で説明を加えている。また、本学の建学

の精神「命と向き合う心、知識、技を持った地域医療に貢献できる医療人の養成」

の精神に則った学習成果を重視している。 

卒業の認定

に関する 

方針の公表

方法 

ホームページ上に公表 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/391534304caeea6eb0c20e5e7567

c1561ce1f6d5.pdf 

 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/391534304caeea6eb0c20e5e7567c1561ce1f6d5.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/391534304caeea6eb0c20e5e7567c1561ce1f6d5.pdf


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 岐阜保健大学 

設置者名 学校法人 豊田学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸

表等 
公表方法：ホームページ上に公表 

貸借対

照表 

ホームページ上に公表 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/b80d852780e834a0df679a2114dfa54e95726c8e.pdf 

 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/3d8ad3131240666fb401363ca5e0b4dfe44a32d4.pdf 

収支計

算書又

は損益

計算書 

ホームページ上に公表 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/b80d852780e834a0df679a2114dfa54e95726c8e.pdf 

 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/3d8ad3131240666fb401363ca5e0b4dfe44a32d4.pdf 
財産目

録 
ホームページ上に公表 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/b4f965dd42b1593df99ffd78118a610cd14b50b0.pdf 

事業報

告書 
ホームページ上に公表 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/5a7574f25a5842747020ba6cd494a6660c567610.pdf 

監事に

よる監

査報告

（書） 

ホームページ上に公表 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/cea817b1e739f7ed1138c662a46aea9327b8135e.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：ホームページ上に公表 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/306b0fe6f1b280534a5c29421b5f501a03522b2c.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/b80d852780e834a0df679a2114dfa54e95726c8e.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/3d8ad3131240666fb401363ca5e0b4dfe44a32d4.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/b80d852780e834a0df679a2114dfa54e95726c8e.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/3d8ad3131240666fb401363ca5e0b4dfe44a32d4.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/b4f965dd42b1593df99ffd78118a610cd14b50b0.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/5a7574f25a5842747020ba6cd494a6660c567610.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/cea817b1e739f7ed1138c662a46aea9327b8135e.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/306b0fe6f1b280534a5c29421b5f501a03522b2c.pdf


  

 

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 看護学部、リハビリテーション学部 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ上に公表） 

看護学部 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/84fd91c05707fd0cad4e0ffe5791e343028c3747.pdf 

リハビリテーション学部 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/323414f27c1612494ada0def662e8e72a0bcbcb8.pdf 

（概要） 

岐阜保健大学は、教育基本法及び学校教育法の趣旨に基づき、保健医療に関する専門

の理論及び技術を深く教授研究し、並びに豊かな人間性、高潔な人格と専門的能力を

かね備えた資質の高い人材を養成することにより、地域の保健医療の向上と福祉の増

進に寄与し、その教育研究の成果により、広く地域と社会の発展に貢献することを目

的としました。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：ホームページ上に公表） 

看護学部 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/84fd91c05707fd0cad4e0ffe5791e343028c3747.pdf 

リハビリテーション学部 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/323414f27c1612494ada0def662e8e72a0bcbcb8.pdf 

（概要） 

必要な単位を修得し、次の能力を有すると認められた者に、学士（看護学）及び学士

（リハビリテーション学）の学位を授与します。 

1. 人間力 

人間性豊かで温かく、人間に対する深い畏敬の念を持ち、多様な人々の生活・文化

を尊重し、周囲の人々とコミュニケーションを通して理解し合い、協働することがで

きる。 

2. ケア・スピリット 

良質で安全なケアの提供を通じて、あらゆる発達段階、健康レベル、生活の場にあ

る人々の健康で幸福な生活の実現に貢献できる。 

3. 人間の実践的理解 

多様な人々の看護に必要かつ十分な知識を身に付け、個人、家族、集団、地域につ

いて幅広く理解できる。 

4. プロフェッショナリズム 

看護ケアに必要となる専門的知識と技術を備え、人々の尊厳を擁護する看護実践に

活かすことができる。 

5. 多職種連携・チームワーク 

看護対象者や保健・医療・福祉や生活に関わる全ての人々と連携し協働できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：必要な単位を修得し、次の能力

を有すると認められた者に、学士（看護学）及び学士（リハビリテーション学）の学位

を授与します。 

1. 人間力 

人間性豊かで温かく、人間に対する深い畏敬の念を持ち、多様な人々の生活・文化

を尊重し、周囲の人々とコミュニケーションを通して理解し合い、協働することがで

きる。 

2. ケア・スピリット 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/84fd91c05707fd0cad4e0ffe5791e343028c3747.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/323414f27c1612494ada0def662e8e72a0bcbcb8.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/84fd91c05707fd0cad4e0ffe5791e343028c3747.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/323414f27c1612494ada0def662e8e72a0bcbcb8.pdf


  

良質で安全なケアの提供を通じて、あらゆる発達段階、健康レベル、生活の場にあ

る人々の健康で幸福な生活の実現に貢献できる。 

3. 人間の実践的理解 

多様な人々の看護に必要かつ十分な知識を身に付け、個人、家族、集団、地域につ

いて幅広く理解できる。 

4. プロフェッショナリズム 

看護ケアに必要となる専門的知識と技術を備え、人々の尊厳を擁護する看護実践に

活かすことができる。 

5. 多職種連携・チームワーク 

看護対象者や保健・医療・福祉や生活に関わる全ての人々と連携し協働できる。） 

（概要） 

1 教育方法 

1)教育課程と配当年次の設定 

本学は看護学部及びリハビリテーション学部の２学部構成であるので、保健系の教育に

特化したカリキュラム構成となっています。教育課程は、基本教育科目から専門教育科目

へと 4 年間で体系的な学修が可能となる教育課程としています。講義科目と演習科目・実

習科目は、1 年次から講義で学んだことを演習・実習で体験し、学びの内容が着実に身に付

くように適切に配置している。すべての授業科目のシラバスを作成し、授業目的・獲得目

標、授業の内容、方法、評価方法、事前事後学習を丁寧に記載し、学生の科目履修を支援

する。 

2)授業の方法 

授業方法においては、知識の理解と獲得を目的とする科目については、原則として講義

形式の授業形態としています。態度志向性及び技術技能の修得を目的とする科目について

は、演習形式の授業形態とし、学生の主体的かつ能動的な学びを引き出します。必要に応

じて少人数グループ学習、学生の参加学習等の双方向型、アクティブラーニングを重視し

た学習を展開します。特に看護技術の演習は、指導教員及び助手を複数配置する。その他

科目の演習では、専任教員が 1～5 名の対応で指導に当たる。さらに、技術実習については

補講等を行い、達成できるところまで指導します。 

3) 授業の内容に応じた学生数 

 受講する学生の人数については、教育目的を効果的かつ確実に達成するために、授業科

目ごとの授業形態に則して、英語科目は 20 名、講義形式科目は 80 名、演習形式科目は 40

～80 名、臨地実習では、1 か所及び 1 病棟につき原則として 5 名（実習科目により増減す

ることはある）とする。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ上に公表） 

看護学部 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/84fd91c05707fd0cad4e0ffe5791e343028c3747.pdf 

リハビリテーション学部 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/323414f27c1612494ada0def662e8e72a0bcbcb8.pdf 

（概要） 

自主自学の精神に基づき、自律して学ぶ意欲を持つ人を受け入れる。 

十分な基礎学力を有し、主体的に学ぶ姿勢を持ち積極的に課題解決しようとする人 

1. 看護への強い関心を有し、看護学を学ぶ意欲の高い人 

豊かな感性を備え、コミュニケーションを通じて他者と関係を育むことをいとわない人 

看護を通じて地域社会に貢献していく志のある人 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/84fd91c05707fd0cad4e0ffe5791e343028c3747.pdf
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/323414f27c1612494ada0def662e8e72a0bcbcb8.pdf


  

2. 異なる文化や価値観を理解し、国際社会の発展に保健医療を通じて貢献する意欲がある人 

看護学を学ぶために必要となる大学入学までに身に付けておくべき教科・科目等 

1. （国語）日本語の読解力と適切に表現する能力 

2. （英語）国際的なコミュニケーション手段としての英語の能力 

（生物・化学・数学）生命現象を理解する上で必要となる生物や化学等の自然科学の基礎

的知識 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：ホームページ上に公表 
https://www.gifuhoken.ac.jp/files/3bba8032d18db5640395236a954255e7a62bced4.pdf 

 

 

https://www.gifuhoken.ac.jp/files/3bba8032d18db5640395236a954255e7a62bced4.pdf


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2 人 － 2 人 

看護学部 － 13 人 3 人 4 人 2 人 人 22 人 

リハビリテーション学部 － 10 人 人 6 人 6 人 人 22 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 人 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：ホームページ上に公表 

看護学部 https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/nursing3.html  

リハビリテーション学部（理学療法学科） 

https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/physical3.html 

リハビリテーション学部（作業療法学科） 

https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/occupational3.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

看護学部 80 人 45 人 56％ 320 人 210 人 65％ 人 人 

リハビリテー

ション学部 90 人 65 人 72％ 360 人 256 人 71％ 人 人 

合計 170 人 110 人 64％ 680 人 466 人 69％ 人 人 

（備考） 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

看護学部 
56 人 

（100％） 

2 人 

（  3％） 

43 人 

（  77％） 

11 人 

（  20％） 

リハビリテー

ション学部 

75 人 

（100％） 

人 

（   ％） 

67 人 

（  90％） 

8 人 

（  10％） 

合計 
131 人 

（100％） 

2 人 

（  2％） 

110 人 

（  84％） 

19 人 

（  15％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/nursing3.html
https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/physical3.html
https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/occupational3.html


  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

看護学科 

基本教育科目の必修科目として、4 つの科目群において、「思考力の養成」から 3 科目（3

単位）、「表現力の養成」から 3 科目（3 単位）、「人間力の養成」から 2 科目（3 単位）、

「人間の理解」から 2 科目（4 単位）を履修し、10 科目（13 単位）を修得する。 

専門教育関連科目の必修科目として、2 つの科目群において、「健康と健康障害の理解」か

ら 12 科目（15 単位）、「社会と環境の理解」から 6 科目（7 単位）を履修し、18 科目（22

単位）を修得する。 

専門教育科目の必修科目として、10 の科目群において、「看護の基本」から 10 科目（12

単位）、「成人看護学」から 5 科目（12 単位）、「老年看護学」から 5 科目（8 単位）、「小

児看護学」から 4 科目（6 単位）、「母性看護学」から 4 科目（6 単位）、「精神看護学」

から 4 科目（6 単位）、「在宅看護学」から 4 科目（6 単位）、「看護の統合と発展」から

5 科目（7 単位）、「公衆衛生看護学」から 2 科目（4 単位）、「看護研究」から 2 科目（3

単位）を履修し、45 科目（70 単位）を修得する。 

以上により必修科目として 72 科目（105 単位）を修得し、全ての選択科目から 19 単位以

上を修得し、合計 124 単位以上を修得することを、卒業要件とする。本学部では、学生が学

ぶべき科目は全て必修科目とし、また学生の科目選択と自主性を尊重することから、選択科

目については選択必修科目、条件付き必修科目等を設定しない。なお、選択科目の分布は、

基本教育科目に 21 単位、専門教育関連科目に 3 単位、専門教育科目に 14 単位を配置して

いる。看護学部の教育課程は、3 年次は臨地実習、4 年次は国家試験の準備や就職活動等で

学生の負担が大きくなることから、1 年次からの積極的な科目履修を推奨する。 

理学療法学科 

総合科学科目では、「科学的思考の基盤」領域から必修科目として「基礎ゼミナール」（1

単位）「情報科学」（1 単位）「基礎統計学」（1 単位）を、「人間と生活」領域から「英

語Ⅰ」（1 単位）「英語Ⅱ」（1 単位）「教育学概論」（2 単位）「現代の倫理」（2 単位）

を、「社会の理解」領域から「人間関係論」（2 単位）「コミュニケーション論」（1 単位）

「健康と運動（体育）」（1 単位）を履修する（10 科目 13 単位）。 

専門基礎科目では、「人体の構造と機能及び心身の発達」領域の全ての科目、「解剖学」

（2 単位）「解剖学演習」「機能解剖学」「機能解剖学演習」「生理学Ⅰ」「生理学Ⅱ」「生

理学演習」「運動学Ⅰ」「運動学Ⅱ」「運動学演習」「生命倫理」「人間発達学」（全て 1

単位）を必修科目として履修する。 

「疾病と障害の成り立ち及び回復過程の促進」領域についても、全ての科目である「病理

学」「感染防御と安全管理」「保健統計学」「臨床心理学」「一般臨床医学」「呼吸循環器

内科学」「神経内科学」「整形外科学」「精神医学」「小児科学」「栄養代謝学」「医療薬



  

理学」「診療画像診断学」「救急医学」「リハビリテーション工学」「スポーツリハビリテ

ーション概論」「老年学」（全て 1 単位）を必修科目として履修する。 

「保健福祉とリハビリテーションの理念」領域は、必修科目として「リハビリテーション

医学」（2 単位）「リハビリテーション概論」（2 単位）「地域包括ケアシステム論」（1 単

位）を履修する。 

専門基礎科目からは、必修科目として 32 科目 35 単位を履修する。専門展開科目では、

「基礎理学療法学」領域は、全ての科目「理学療法学概論」（2 単位）「表面解剖学」（2 単

位）「理学療法研究概論」（1 単位）「臨床運動学」（2 単位）「理学療法教育学」（1 単

位）「理学療法管理学」（1 単位）を必修科目として履修する（6 科目 9 単位）。 

「理学療法評価学」領域でも、全ての科目「理学療法評価概論」（1 単位）「理学療法

評価検査・測定論Ⅰ」（1 単位）「理学療法評価検査・測定論Ⅱ」（1 単位）「理学療法

評価検査・測定演習」（1 単位）「理学療法評価演習」（2 単位）を必修科目として履修

する（5 科目 6 単位）。 

「理学療法治療学」領域でも、全ての科目「運動療法学」（1 単位）「運動療法学演習」

（1 単位）「物理療法学」（1 単位）「物理療法学演習」（1 単位）「日常生活活動学」

（1 単位）「日常生活活動演習」（1 単位）「義肢装具学」（1 単位）「義肢装具学演習」

（1 単位）「リハビリテーション関連機器」（1 単位）「理学療法基礎治療技術論」（2 単

位）「中枢神経系理学療法学」（2 単位）「中枢神経系理学療法演習」（1 単位）「運動

器系理学療法学」（2 単位）「運動器系理学療法演習」（1 単位）「スポーツ障害理学療

法学」（1 単位）「スポーツ障害理学療法演習」（1 単位）「発達障害理学療法学」（1 単

位）「発達障害理学療法演習」（1 単位）「内部障害理学療法学」（2 単位）「内部障害

理学療法演習」（1 単位）「老年期障害理学療法学」（1 単位）「介護予防演習」（1 単

位）を必修科目として履修する（22 科目 26 単位）。 

「地域理学療法学」領域では、「地域理学療法学」（2 単位）「地域理学療法学演習」

（1 単位）「生活環境学」（1 単位）を必修科目として履修し、さらに「レクリエーショ

ン実践」（1 単位）もしくは「多職種連携論」（1 単位）のうちいずれかを選択科目とし

て履修する（必修科目 3 科目 4 単位、選択科目 1 科目 1 単位）。 

「臨床実習」領域では、「臨床実習Ⅰ(基礎)」（1 単位）「臨床実習Ⅱ(地域)」（1 単

位）「臨床実習Ⅲ(評価)」（3 単位）「臨床実習Ⅳ(応用)」（8 単位）「臨床実習Ⅴ(総

合)」（8 単位）の 5 科目全てを必修科目として履修する（5 科目 21 単位）。 

「総合理学療法学」領域では、「実践力演習Ⅰ」（1 単位）「実践力演習Ⅱ」（1 単位）

「実践力演習Ⅲ」（1 単位）「総合演習」（1 単位）「卒業研究」（2 単位）の 5 科目全

てを必修科目として履修する（5 科目 6 単位）。 

専門展開科目からは、必修科目として 46 科目 72 単位、選択科目から 1 科目 1 単位を

履修し、合計 73 単位を履修する。 

上記の合計 121 単位（必修科目 120 単位、選択必修科目 1 単位）に加え、全ての選択

科目から学生が自らの興味のある科目として 3 単位を履修し、合計 124 単位（必修科目

120 単位、選択科目 4 単位）を履修することで、本学科の卒業要件を満たすこととなる。 

作業療法学科 

総合科学科目では、「科学的思考の基盤」領域から必修科目として「基礎ゼミナール」

（1 単位）「情報科学」（1 単位）「基礎統計学」（1 単位）を、「人間と生活」領域か

ら「英語Ⅰ」（1 単位）「英語Ⅱ」（1 単位）「教育学概論」（2 単位）「現代の倫理」

（2 単位）を、「社会の理解」領域から「人間関係論」（2 単位）「コミュニケーション

論」（1 単位）「健康と運動（体育）」（1 単位）を履修する（10 科目 13 単位）。 

専門基礎科目では、「人体の構造と機能及び心身の発達」領域の全ての科目、「解剖

学」（2 単位）「解剖学演習」「機能解剖学」「機能解剖学演習」「生理学Ⅰ」「生理学

Ⅱ」「生理学演習」「運動学Ⅰ」「運動学Ⅱ」「運動学演習」「生命倫理」「人間発達学」

（全て 1 単位）を必修科目として履修する。 

「疾病と障害の成り立ち及び回復過程の促進」領域についても、全ての科目である「病

理学」「感染防御と安全管理」「保健統計学」「臨床心理学」「一般臨床医学」「呼吸循

環器内科学」「神経内科学」「整形外科学」「精神医学」「小児科学」「栄養代謝学」「医



  

療薬理学」「診療画像診断学」「救急医学」「リハビリテーション工学」「スポーツリハ

ビリテーション概論」「老年学」（全て 1 単位）を必修科目として履修する。 

「保健福祉とリハビリテーションの理念」領域は、必修科目として「リハビリテーショ

ン医学」（2 単位）「リハビリテーション概論」（2 単位）「地域包括ケアシステム論」

（1 単位）を履修する。 

専門基礎科目からは、必修科目として 32 科目 35 単位を履修する。専門展開科目では、

「基礎作業療法学」領域は、全ての科目「作業療法学概論」（2 単位）「表面解剖学」（1

単位）「基礎作業学」（1 単位）「作業療法理論」（1 単位）「基礎作業学演習」（1 単

位）「作業療法研究概論」（1 単位）「作業療法教育学」（1 単位）「作業療法管理学」

（1 単位）を必修科目として履修する（8 科目 9 単位）。 

「作業療法評価学」領域でも、全ての科目「作業療法評価概論」（1 単位）「作業療法

評価検査・測定論Ⅰ」（1 単位）「作業療法評価検査・測定論Ⅱ」（1 単位）「作業療法

評価検査・測定演習」（1 単位）「作業療法評価演習」（2 単位）を必修科目として履修

する（5 科目 6 単位）。 

「作業療法治療学」領域では、「日常生活活動学」（1 単位）「日常生活活動演習」（1

単位）「義肢装具学」（1 単位）「装具製作演習」（1 単位）「リハビリテーション関連

機器」（1 単位）「中枢神経系作業療法学Ⅰ」（2 単位）「中枢神経系作業療法学Ⅱ」（2

単位）「中枢神経系作業療法演習」（1 単位）「運動器系作業療法学」（1 単位）「運動

器系作業療法演習」（1 単位）「内部障害作業療法学」（1 単位）「内部障害作業療法演

習」（1 単位）「精神障害作業療法学」（1 単位）「精神障害作業療法演習」（1 単位）

「発達障害作業療法学」（1 単位）「発達障害作業療法演習」（1 単位）「老年期障害作

業療法学」（1 単位）「ハンドセラピィ学」（1 単位）「生活行為向上マネジメント論」

（1 単位）の全てを必修科目として履修し、「作業と心身機能」（1 単位）または「作業

と神経生理」（1 単位）のいずれかの科目を選択科目として履修する（必修科目 19 科目

21 単位、選択科目 1 科目 1 単位）。 

「地域作業療法学」領域では、「地域作業療法学」（2 単位）「地域作業療法学演習」

（1 単位）「生活環境学」（1 単位）を必修科目として履修し、さらに「レクリエーショ

ン実践」（1 単位）もしくは「多職種連携論」（1 単位）のうちいずれかを選択科目とし

て履修する（必修科目 3 科目 4 単位、選択科目 1 科目 1 単位）。 

「臨床実習」領域では、「臨床実習Ⅰ(基礎)」（1 単位）「臨床実習Ⅱ(地域)」（1 単

位）「臨床実習Ⅲ(評価)」（6 単位）「臨床実習Ⅳ(応用)」（8 単位）「臨床実習Ⅴ(総

合)」（9 単位）の 5 科目全てを必修科目として履修する（5 科目 25 単位）。 

「総合作業療法学」領域では、「実践力演習Ⅰ」（1 単位）「実践力演習Ⅱ」（1 単位）

「実践力演習Ⅲ」（1 単位）「総合演習」（1 単位）「卒業研究」（2 単位）の 5 科目全

てを必修科目として履修する（5 科目 6 単位）。 

専門展開科目からは、必修科目として 45 科目 71 単位、選択科目から 2 科目 2 単位を

履修し、合計 73 単位を履修する。 

上記の合計 121 単位（必修科目 119 単位、選択必修科目 2 単位）に加え、全ての選択科目から

学生が自らの興味のある科目として 3 単位を履修し、合計 124 単位（必修科目 119 単位、選択

科目 5 単位）を履修することで、本学科の卒業要件を満たすこととなる。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

現在、単位修得については履修要項に履修要領、科目一覧、担当教員名と授業概

要、テーマ、内容および到達目標を記し、学生にわかりやすく、明確に記載してい

る。学習成果は、基本的には学期末試験、レポート、小テスト、授業態度などを判

断材料とした成績評価により測っている。評価基準は S（90点以上）、A（80点以

上）、B（70点以上）、C（60点以上）、D（60点未満）となっており、成績評価、

各種資格取得状況は各授業の到達目標にどれだけ近づくことができたかを測る量的



  

な学習成果となる。実習科目などの質的な学習成果の測定は、教員カルテ（看護学

科）、実習先からの評価、学習成果の自己評価、症例発表会、卒業論文の作成およ

び発表報告会や「総合演習」でのゼミナール活動で学生の振り返り報告書などを利

用して成績を評価している。 

成績評価により、教員会議などで成績不振者と判断した場合、学生自身には学習

成果と目標を設定するよう指導し、同時に保護者に説明・通知し、成績不振の回復

を図るための学習を指導している。 

卒業時に得られる学習成果についてはシラバスに明示し、入学時のガイダンスお

よび日常の講義、演習、臨地実習において繰り返し説明している。また、その成果

としての卒業者数、国家試験合格者数は学内外に公表されている。このような学習

成果の点検は学内の各種委員会で現状を把握し認識を共有している。 

本学では地域医療に貢献できる質の高い医療人の養成を目指して教育している。こ

の学習成果の評価は在学時のみの評価では限界があり、その学習成果は短時間では判

定できない。さらに、地域での医療職のニーズが、変化する中で、卒業生の動向をつ

かみながら、卒業後のアンケート調査などを鋭意行い、動向を見極めて、参考にしな

がら学習成果を判定していきたい。 
 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

看護学部 看護学科 124 単位 有・無 単位 

リハビリテーショ

ン学部 

理学療法学科 124 単位 有・無 単位 

作業療法学科 124 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：ホームページ上に公表 

https://www.gifuhoken.ac.jp/campuslife/facilities.html 

 

 

https://www.gifuhoken.ac.jp/campuslife/facilities.html


  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 

備考（任意記載

事項） 

看護学部 看護学科 700,000 円 200,000 円 1,080,000 円  

リハビリテーシ

ョン学部 

理学療法学科 700,000 円 200,000 円 1,080,000 円  

作業療法学科 700,000 円 200,000 円 1,080,000 円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）教員は FD 委員会の主催する授業評価アンケートにより、授業の改善点を抽

出し、その改善に努めている。特に成績不振者に対してはいろいろな方向から細か

い指導がなされている。また、教職員は、多様な情報処理に学内のコンピュータを

用いて授業や学校運営に活用している。事務職員は、所属部署の職務を通じて学習

成果を認識しており、主に窓口での対応を通して、社会人として身につけるべき礼

儀作法や言葉づかい・態度の指導にも当たっている。図書館に専門事務職員を置

き、学生の学習環境向上のために支援を行っている。現状に対する学生からの要望

や、過去の文部科学省の履行調査の留意事項の中に、学習環境の整備と事務組織の

充実が指摘されているので、自習室の増設、学習支援センターの設置、学生相談室

の移転、および図書館の新設などを行い、設備面での充実を図った。加えて、平成

27年度からは学生の満足度調査を実施した。本調査では従来の意見箱による自由記

載に加えて広く大学からの問いかけを学生に行い、意見の聴取に役立てている。学

生からの意見はこのほか学生教員会議を開催して聴取している。その中で，指摘さ

れた事務職員の増員など、可能な事項から逐次実施している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）就職に関しては、各学科のチューターが個別に学生の相談に応じるほか、就

職進路担当教員を配し、教員・事務職員が連携し、学生の就職活動の支援を行って

いる。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）学生の健康管理、メンタルヘルスについては、学年担任制をとっており、全

教員が、身体的・心理的・社会的な悩みごとの相談に対応している。その上で専門

家のカウンセリングや病気診断が必要な場合専門家に紹介・引き継ぐ体制をとって

いる。学生の健康管理および日常の保健室管理は、衛生委員を置き対応している。

健康診断は学校保健安全法に基づいて行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：ホームページ上に公表 

看護学科 https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/nursing3.html 

理学療法学科 https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/physical3.html 

作業療法学科 https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/occupational3.html 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 

https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/nursing3.html
https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/physical3.html
https://www.gifuhoken.ac.jp/academics/occupational3.html


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （　　　　　　-人） （　　　　　　-人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 26人 31人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

0人（　0　）人

83人（　55　）人

―人 11人

内
訳

第Ⅲ区分 ―人 ―人

（うち多子世帯） （　　　　　　-人） （　　　　　　-人）

（うち多子世帯） （　　　　　　-人） （　　　　　　-人）

第Ⅱ区分

20人第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） F121310106098

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

83人（　55　）人

後半期

99人（　69　）人

28人

22人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

岐阜保健大学

学校法人豊田学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
92人（　60　）人

26人第Ⅰ区分



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

―人 人 人

0人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことによ
り認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消し
を受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた者
の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消しを
受けた者の数

―人 人 人

人 人

0人 人 人

退学 ―人

３月以上の停学 0人

年間計 ―人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 人 人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止を
受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受け
た者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当 0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 18人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

計 18人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

0人 人 人

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ ―人 人 人


